
リバイブいしのまき

プレナミヤギ

石巻線
ファミリー
マート旧北上川石巻大橋

撮影箇所

橋に名前を記入
状況を交えた警察からの講話

交通事故の撲滅・交通ルールの厳守を誓う

橋の構造などの説明

工法などの説明

堤防一体空間の説明

　内海橋周辺地区では、復興の形が目に見えて進んできました。隣接する
「中央一大通り」「アイトピア通り」「立町通り」などの商店街と面的に街並み

が作られてきています。
　その街並みのなかに、石巻の歴史や
先人の思いを感じることのできる貴重
な建造物があります。「旧観慶丸商店」、
通りに面した外観が、そのまま広告とな
る「看板建築」であり、「大海原を航海す
る船」をイメージして作られたと言われ

ています。また、通り名では、「アイトピア通り」に
人々の思いを感じます。「アイトピア」の「アイ」に
は「出会い」とか「愛」が、「トピア」には「ユートピア
（理想郷）」という意味があるのでは？いずれにし
ても、当時の人々の心意気を感じますね。

第 9回 コラムリバイブ 復興と先人の思いを感じる街並み

イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
８
リ
バ
イ
ブ
い
し
の
ま
き
」

第
６
回
合
同
現
場
見
学
会

交
通
安
全
集
会
開
催

調
整
会
議
の
取
組

第
７
回
合
同
現
場
見
学
会
の
お
知
ら
せ

～
開
通
前
の
道
路
を
歩
い
て
み
よ
う
！
～
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■
日
時　
11
月
5
日（
月
）13
時
30
分
～

■
見
学
先　

国
道
3
9
8
号
石
巻

バ
イ
パ
ス
、渡
波
稲
井
線
道
路
新

設
工
事
、旧
北
上
川
左
岸
築
堤
・

樋
門
工
事

■
集
合
場
所

　
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
前
バ
ス
停

■
定
員  

18
人（
要
電
話
予
約
）

■
参
加
費　
無
料

■
対
象
者　
原
則
石
巻
市
在
住
者

■
申
込
み
先　
石
巻
市
基
盤
整
備
課

　
☎
95
―
１
１
１
１（
内
線
５
５
１
８
）

■
受
付
期
間　
10
月
15
日（
月
）

　
～
10
月
26
日（
金
）

※
当
日
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。徒
歩
で
の
行
動
に

適
し
た
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。悪
天
候
に
よ
る
コ
ー
ス
内
容

変
更・中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
が
橋
に
名
を
記
す

交
通
安
全
へ
の
意
識
高
め
る

狭
あ
い
箇
所
の
通
行
回
避
を
調
整

働
く
車
の
試
乗
体
験
・ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
人
気

石ノ森萬画館

中瀬公園
リバーサイド
モトマチ

いしのまき
元気いちば

アイトピア通り

新内海橋 上部工工事

旧北上川右岸築堤工事
堤防一体空間整備工事（プロムナード）

旧北上川

西内海橋

東内海橋

旧観慶丸商店 見学場所
　
石
巻
市
市
街
地
復
興
工
事
調

整
会
議
は
７
月
14
日（
土
）、に
通

算
６
回
目
と
な
る「
合
同
現
場
見

学
会
」を
内
海
橋
周
辺
で
実
施
し

ま
し
た
。今
回
は
築
堤
工
事（
プ

　

石
巻
市
市
街
地
復
興
工
事

調
整
会
議
の
取
組
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
２
０
１
８
リ
バ
イ
ブ
い
し
の
ま

　
市
街
地
の
復
旧
・
復
興
工
事

を
担
っ
て
い
る
施
工
業
者
で

組
織
し
た
安
全
協
議
会
で
は

「
運
転
マ
ナ
ー
向
上
」に
努
め

て
お
り
ま
す
が
、地
域
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
現
在
も
ご
意
見

な
ど
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
運
転
マ
ナ
ー
の

　
旧
北
上
川
沿
い
の
藤
巻
地
内

の
一
部
道
路
に
狭
あ
い
箇
所
が

あ
り
、同
地
内
周
辺
の
築
堤
工

事
で
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
通

行
に
際
し
、往
路
と
復
路
を
変

え
る
な
ど
混
雑
を
低
減
す
る
取

組
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

ロ
ム
ナ
ー
ド
含
む
。）や
新
内
海

橋
工
事
の
見
学
を
行
い
、17
人
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。現
場
で
は
、ま
ち
の
将

来
を
意
識
し
た
事
業
目
的
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、完
成
後
の
姿
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
多
く
出
さ
れ
、

こ
の
う
ち
新
内
海
橋
工
事
現
場

や
取
組
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ

た
ほ
か
、旧
北
上
川
や
石
巻
南

浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
の
将
来

像
を
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア

向
上
」に
取
り
組
む
た
め
秋
の

交
通
安
全
週
間
に
先
が
け
、９

月
18
日
に「
交
通
安
全
集
会
」

を
石
巻
市
総
合
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。施
工
業
者
と
行

政
合
わ
せ
て
約
１
３
０
人
が

参
加
し
、交
通
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

車
両
に
よ
る
混
雑
が
生
じ
ま
し

た
。

　

今
後
、藤
巻
地
内
で
の
築
堤

や
護
岸
工
事
、道
路
工
事
な
ど

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、同
地
内

の
工
事
車
両
通
行
を
回
避
す
る

よ
う
、工
事
関
係
者
と
調
整
し
て

い
ま
す
。

で
は
橋
梁
上
で
も
部
材
の
実
物

に
触
れ
る
と
と
も
に
、見
学
会
の

参
加
記
念
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
打
設
さ
れ
る
前
の
床
面
に
記

名
す
る
な
ど
、建
設
中
な
ら
で
は

の
特
別
な
思
い
出
づ
く
り
も
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
石
巻
の
復

興
の
姿
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。」（
70
歳
代
男
性
）、「
見
学
会

を
通
じ
て
復
興
事
業
が
さ
ら
に

リ
テ
ィ
ー
）で
体
感
で
き
る
ブ
ー

ス
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
展
を
訪
れ
た
方
か
ら

は「
復
興
工
事
全
体
の
こ
と
が

分
か
っ
て
よ
か
っ
た
。」「
広
報
紙

リ
バ
イ
ブ
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め

た
の
は
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

製
作
す
る「
働
く
車
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
！
」の
ブ
ー
ス
。夢
中

に
な
っ
て
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
や

排
水
ポ
ン
プ
車
な
ど
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、「
働
く

車
に
乗
っ
て
み
よ
う
！
」ブ
ー
ス

で
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

試
乗
体
験
に
行
列
が
で
き
、好

評
で
し
た
。

市
民
に
開
け
た
も
の
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。」（
20
歳
代
男
性
）、

「
橋
に
名
前
を
書
い
た
の
は
初
め

て
で
す
。」（
70
歳
代
男
性
）な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
会
議
で
は
今
後
も
、合
同

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。開
催

案
内
は
、こ
の
リ
バ
イ
ブ
の
ほ

か
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

き
」を
８
月
19
日
、

中
瀬
公
園
で
北
上

川
フ
ェ
ア
と
の
同
時

開
催
で
行
い
ま
し

た
。会
場
に
は
、宮

城
県
建
設
業
協
会

石
巻
支
部
様
の
協

力
に
よ
り
建
設
機

械
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は

復
興
工
事
の
状
況

　

し
か
し
、今

年
度
に
な
り
、

該
当
箇
所
が
市

街
地
北
東
部
と

中
央
部
を
結
ぶ

最
短
ル
ー
ト
で

あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、複
数
工

事
の
資
材
運
搬


